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西都市教育委員会は、宮崎県中部農林振興局の委託を受けて、県営農地保全整備事業 (岩

郷原地区)に伴う発掘調査を実施しました。本書は、その発掘調査結果の報告であります。

調査の結果、縄文時代早期の集石遺構をはじめとして、同時代の上器 。石器、さらには弥

生土器 。上師器等が出上し、古来より先人がこの地に住み、生活していたことが判明しまし

た。また、今まで不明な点が多かった上塁・堀跡等についてもある程度明確にすることがで

きました。

この報告書が、専門の研究だけでなく、社会教育や学校教育の面にも広く活用されると共

に、埋蔵文化財に対する理解と認識が得られれば幸いと存じます。

なお、調査にあたってご指導 。ご協力いただいた県文化課 。中部農林振興局関係機関をは

じめ、発掘調査にたずさわっていただいた方々、並びに地元の方々に哀心から厚く御ネとを申

し上げます。

平成 2年 3月 31日

西都市教育委員会

教育長 平 野 平
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第一章 はじめに

第一節 調査に至る経縛

西都市の南西端で国富町に隣接している中ヶ原台地は、通称岩郷原 (ほ とんど国富町に含まれる)

と称されている地区に含まれている。その岩郷原地区は、莱園芸を中心とした畑台地で、ほ場も一応

整備されているものの排水施設の考慮がなかったため降雨時には両側の壁面に向かって水の流出が激

しく、それに伴って上も流出し、また崖面の陥没等も起こり、更に砂利道は洗掘され生産物及び資材

の搬入出に不便な状態であることから、昭和 53年度から排水路・集水路 。関連農道等の整備を中心

とした農地保全整備事業が実施されている。

その中で、本年度は中ヶ原台地を横切り眼下の集落に至る関連農道の新設工事が実施されることに

なった。しかし、中ヶ原台地は、中世城の堀跡 。土塁等も存在する周知の埋蔵文化財包蔵地であるこ

とから、中部農林振興局・市耕地課・県文化課・市教育委員会の4者で埋蔵文化財の保護について協

議を重ねた。

協議の結果、堀跡 。上塁の中央部を横切るかたちで計画されていた事業も中部農林振興局サイドの

大幅な計画変更により合意に達し、事業施工上現状保存が困難である部分について事前調査を実施す

ることになった。

調査は、中部農林振興局から委託をうけて西都市教育委員会が実施し、平成元年 7月 4日 に着手し、

10月 18日 に終了した。

第 2節 遺跡の位置と歴史的環境

西都市の南端部に広がる三財平野は、九州山地の麓から東方に細長く、南辺に国富町の岩郷原等洪

積世台地、北辺に小豆野原台地と両台地に挟まれ、東辺の都終郡台地によって北方に急曲するL字型

地形の水田地帯である。

三財平野から岩郷原に上るには、同台地の北麓に所在する岩井谷集落から、谷間に開かれた坂道に

よって通ずる。

この坂道の谷間が、途中急曲して右方に転じ、東側に字地中ヶ原の丘陵を形成して岩郷原 と分割さ

れている。

標高およそ120mの 中ヶ原台地は、三財平野と小豆野原の常心塚古墳等を眺望 し、中世城跡とし

ても周知の台地である。

現在、岩郷原から分岐した地点から約 150mを小野城跡と称し、中原城跡とは区分 して呼称され

ている。
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字地の中ヶ原は、この中原城跡によつて中ヶ原となったものであるが、概略南北に長く縦約 370

m・ 横幅約 120mの平坦地形を成した畑作地である。

この地に、領主、築城者等は不詳であるが、中世に山城が集かれ、今も堀跡・屋敷跡等の城跡が確

認され、さらに一隅には近年まで古寺跡も残されていた。

昭和 60年度西都市は、国県の補助を得て遺跡の詳細分布調査を実施した。このとき中ヶ原からは、

縄文土器片 19点・弥生土器片 185点等の表面採取遺物があり、地形的にも古代遺跡の包蔵される

可能性は極めて高いとした。

小野城跡は、岩郷原との接点部が約 1.5mと高く作為され、さらに中ヶ原との境界には長さ約 25

m、 幅約 5m、 深さ約 3m、 並びに長さ約 15m、 幅約4m、 深さ約 2mの 2条の堀跡が残され、こ

こまでを小野城跡と称している。

しかし、主城域は中ヶ原であり、中ヶ原を古くから中原城跡と称していた。そこで現在称される小

野城跡は、中世・中原城の追手門部であつたと考察される。

全長約 500mに 及ぶ中原城跡は、西方及び南方の自然の峡谷も深く、外堀 となって防護の役割を

果し、東方は三財平野を足下に置き、急な断崖となって人踏を許さぬ地形を成している。

室町時代、足利尊氏の智将伊東祐持は、建武 2年 (1335)日 向に下向して都於郡城を築き、正平 3

年 (13407月 、検非違使の要職にあり上洛中京都で没する。

祐持の嫡男虎夜又丸は、祐重と改名して都於郡に下向してくるが、これを伊東氏親子 2代の日向入

りと称し、曲折はあったものの祐重が都於郡 2代城主となる。

これより先、つまり建武元年 (1334)に 、建武中興を成就した後醍醐天皇は、足利尊氏の擁する北

朝に追われ、吉野に移つて南朝を開かれ、国内は再度乱れて約 60年間、争乱の南北朝時代となる。

当時の日向国は、県北の上持氏、中央の伊東氏、県南の島津氏と三大勢力によって分断されていた。

そのうちの伊東氏と上持氏とは共に北朝方に組し、島津氏は、本流は北朝方であるが、形勢によって

は南朝方とも組していた。

この三大勢力にも抗し、終始南朝方として北朝方に反抗したのが、人代の伊東祐広と高城の肝付兼

重であった。

この争乱の時代に、年令は不詳であるが幼年城主として伊豆国から日向国へと下向したのが伊東祐

重であり、祖父の弟祐熙と父の弟祐藤との間に、都於郡城後継者としての相続争いも下向前に起って

いた。

この争いは、祐重が幼少であつたことから、祐熙が相続者となり、祐熙没後に祐重相続との裁断が

下された。

しかし、祐熙が下向の途中周防灘に於いて道難死した事から、祐重が急に都終郡 2代城主として迎

へられることとなる。
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ところが、初代祐持没後、相当の長空自期間伊豆国での相続争いが続いた事から、南朝方の伊東祐

広の子森永祐氏が都終郡城を押領していた。

祐重を、京まで迎へに出向したのは、山田、荒武、津留、大脇等地元の重臣たちで、祐重―行が到

着しても祐氏は城を明ける意志がない。そこで一族間の争い事を避けるため、山田氏が山田の池ノ房

ヘー行を案内した。

「日向記」によると、その後祐重は中原城へ移ったと記される。この中原が現在の字地中ヶ原であっ

て、この城で時の移るを待つこととなる。

その時期は詳らかでないが、相当の時間を費やして祐氏とも合意に達し、祐重の都終郡入城が成立

する。

ところが、祐持の下向とちがい、祐重の下向は伊豆の一族が大挙しての入来であって、都終郡城の

貧弱さから、時世に合した城の大改築を図らねばならなかった。

風雲急を告げる南北朝の争乱期、一族や身の安全を図る為にも祐重は、堅固な中原城を来配地とし、

さらに石野田に小城を築き、都於郡城を掘指の城として完成させた。

中原城跡の直下には小野集落があり、今も「/1ヽ野上り」という言葉を耳にする。小野城跡の入口に

は、「人大竜王」の雨乞碑が建っている。

この碑は、昭和 9年建立の碑であるが、古くからこの地では早魃の時の雨乞い祈祷が行われていた。

雨乞いのとき、村人たちは表笠を着用して鉦をたたき、行者はほら貝を吹いて坂道を上る。

このとき、坂道を上って城跡の祈祷所へ行くが、この行列を「/Jヽ野上り」と称するものであり、場

所が中原城の追手であり城跡という事から、この地域を小野城跡と称するにいたった。

小野上りの坂道はまた、平安時代に開かれた駅路でもある。「延喜式」による日向ユ6の駅名は、

広く周知されるところであるが、日向国府からの駅路は、大隅国府と肥後国府へと分岐する。

肥後国府への道は、上平郡から久米田を通り、前原、月中、石野田、門田、諏訪、小野へと進み、

小野上りの坂道を上って中原城の入口近くに到着する。

ここからは、国富町となり入代の中別府。大坪等を通過し、綾町の亜椰駅へと通ずる。中原城跡は、

当時から重要な地域であった事もうかがうことができる。

(緒 方 吉 信)
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第 3節 調査の概要

調査の対象になったのは、中ヶ原台地の西端のくびれ部に位置する堀跡・土塁の一部分とその東側

台地及び台地北部の一段高いところの3ヶ所で、西側より順次A～ C地点とした。

調査は、まずいちばん面積の広いB地点より始めることになり、各所にトレンチを入れ土層及び遺

構の残存状況等を確認し、その結果をもとに、重機により表土を剥ぎ本格的な調査に入った。

次に、A地点の調査に入り、新設農道によって削平される土塁については全面、堀部分については

縦横にトレンチを入れ土層及び規模等の確認を行った。

最後に、C地点の調査に入ったが、C地点は、一段高いもののすでに削平されていることから、ま

ず、遺物・遺構の残存状況を確認するためのトレンチを入れた。結果、削平された当時雑木等を2m

程掘つて埋めたらしく全体的に攪乱されており、遺構の確認はできなかった。よって、 C地点につい

ては、 トレンチ調査の段階で調査不可能と判断し、調査を終了した。

調査の結果、A地点では、土塁が盛上ではなく自然の地形を利用して造られていたこと、また、堀

は大小 3重になっていたこと等を確認した。

B地点では、縄文時代早期の集石遺構 10基をはじめ、土坑 。溝状遺構及び帯状の遺構が検出され

た。遺物は、縄文土器を中心に弥生土器・土師器等が出上した。

これらの詳細については後述するとして、土塁・堀部分についてある程度明確になったこと、集石

遺構が計 11基も検出されたことは大きな成果である。
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第 2章 遺構と遺物

第 1節 縄文時代の遺構と遺物
1,遺構

縄文時代の遺構は、A地点より集石遺構 1基、B地点より集石遺構10基が検出された。いずれもア

カホヤ下層の黒褐色土層より検出された。

これら集石遺構のうち 1号～ 10号集石遺構は、アカホヤ層を剥いだ段階で全面的に礫群が出土し、

見分けることがむつかしかったが、この礫群を取り除いてみて集石遺構を確認することできた。また、

1号～ 10号集石遺構は堀込みを有するが、 11号集石遺構については、堀込みを確認できなかった。

1号集石遺構は、B地点B-2グ リットより検出されたもので、直径 1・ lmの 円形プランを呈

している。                                    ・

2号・ 3号・ 5号・ 8号集石遺構は、いずれも上部が削平されており、特に 2号・ 3号・ 8号集石

遺構は堀込みの底部に長さ2 0cm前後の石とわずかに焼石が検出されたのみである。 5号集石遺構は

わずかではあるが上部に焼石が集石され、堀込みの底部に拳大の石を配していた。規模は現存 してい

る段階で 2号集石遺構が、直径 0。 9m深さ0・ lm、 3号集石遺構が、直径 0。 7m。 深さ 0。 1

5m、 丘号集石遺構が、直径 0。 9m・ 深さ0・ 15m、 8号集石遺構が、直径 0。 85m、 深さ

0。 15mでいずれも円形プランを呈している。

4号集石遺構は、B地点中央部A-4グ リットより検出されたもので、直径 1・ 05m・ 深さ 0・

2mの円形プランを呈している。堀込み内には焼石が無規貝Uに集積され、また、 2号・ 3号集石遺構

のように堀込みの底部には石は配されていなかった。

6号集石遺構は、B地点A-5グ リットからで、直径 0・ 9m・ 深さ0・ 23mの 円形プランを呈

している。堀込み内には焼石が無規則に集積され、堀込みの底部には長さ2 0cm前後の焼石を 5固配

している。

7号集石遺構は、B地点B-5.6グ リット・ 8号集石遺構の南側で、直径 1・ 15m。 深さ0'4

5mの円形プランを呈している。堀込みは2段状になっており、上部には無規則に焼石を集積し、底

部には 2 5 clll前後の焼石を花弁状に配している。

9号集石遺構は、B地点A-6グ リット・ 8号集石遺構の北側で、中原遺跡では最大の集石遺構で

ある。直径 1・ 5m、 深さ0。 6mの円形プランで、堀込み内には上部 0・ 4m程に焼石を集積させ、

底部には 3 0 cIIl前後の焼石を3個配している。
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第 6図  7～ 11号集石遺構実測図
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11号集石遺構は、唯一A地点から検出されたもので、直径 1・ 3m程の円形プランと推定される。

堀込みは確認できなかったが、底部の上が直径 1・ lm程黒く焦げていた。

2.遺 物

縄文土器 (第 8図～第 11図 )

縄文土器は、B地点からがほとんどで、アカホヤ層上位で曽畑式上器 。アカホヤ層下位で押型文土

器・塞ノ神式上器 。平棒系上器・貝殻条痕文土器・貝殻腹縁刺突文土器・網目状撚糸文土器が出上し

ている。全体的な点数は400点程で、比率的には塞ノ神式上器 (33%)及 び押型文土器 (30%)

が多く全体の63%を 占めている。以下、曽畑式上器13%・貝殻条痕文土器 6%・貝殻腹縁刺突文土器

3%。 網目条撚糸文土器 2%。平棒系土器 1%、 そして破片があまりにも小さく判断がつきにくい不明

土器を含んだ無文土器 12%である。

なお、縄文土器については、第 7図 にドットを落とす作業を行っているが、全体的にはA-3.4・

B-3,4グ リットに集中している。主な形式では、押型文土器が全体的に、塞ノ神式上器がA-3.

4・ B-3.4グ リットを中心に全体に、貝殻条痕文土器がA-3,4・ B-3.4グ リットに、曽畑式

上器がB-2グ リットを中心に分布しているようであるが、はつきりとした区別はできない。

さらに、これらの上器群は、レベル的にもほとんど差異がなく、レベルによって相互関係等を考慮

するのはむつかしく、本報告では文様等により細分するのみに留まった。これら土器の個々の特徴に

ついては、観察 (計測)表を付した。

貝殻条痕文土器 (第 8図 1～ 3)       ・

貝殻条痕文土器は全体の6%で、点数でいうと20点程である。 1は貝殻腹縁による刺突を回縁端

部に連続に施している。 2・ 3は胴部破片で斜方向に貝殻条痕をほどこしている。文様及び器形等か

ら前平式上器と判断される。

押型文土器 (第 8図 4～ 17)

押型文土器は、楕円押型文土器 (I類)と 山形押型文土器 (Ⅱ 類)に大別できる。本遺跡の主体を

なす土器形式の一つで、礫群に伴って出上している。比率的には、精円押型文土器 72%・ 山形押型

文土器 28%で、圧倒的に楕円押型文土器が多い。

I類 楕円押型文を施す土器群で文様・器形から5つに分類できる。

Ia類 小型の楕円押型文を施す土器で、日縁部が若干外反している。日縁端部はベルト状に

文様を施さず (無文)、 内面に原体条痕を有し、以下楕円押型文を施すもの。(4～ 6)

Ib類 日縁部が若千外反し、内面に原体条痕を縦位に施すもの。

文様は外面のみ施されている。 (7・ 12)

Ic類 口縁部が若干外反し、外面及び口縁部内面に精円押型文を施すもの。

施文方向は、外面が縦位、内面が横位である。

―-11-
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Id類 口縁部が大きく外反し、外面に縦位の楕円押型文、日縁部内面に長大な原体条痕を

斜方向に施すもの。 (9)

Ie類 口縁部が大きく外反し、日唇部に大きな刻目を施し、外面及び口縁部内面に楕円押型

文を施すもの。施文方向は両面とも横位である。 (10・ 11)

Ⅲ類 山形押型文を施す土器群で、文様・器形から4つ に分類できる。なお、山形押型文の底部が

1点出上しているが、尖底である。     (18)

Ⅲa類 小型の山形押型文を施す土器で、日縁部が若干外反している。施文方法はIa類同様、

外面は日縁端部をベルト状に残し、以下横位に山形押型文を施している。内面は、

原体条痕を縦位に施し、以下横位に山形押型文を施している。 (14)

Hb類 口縁部は直行し、外面には縦位の山形押型文を施し、内面には日縁端部に棒状のも

ので連続刺突を施し、その下に横位の山形押型文を施すもの。 (13)

Ⅱc類 口縁部は大きく外反し、外面及び内面日縁部に山形押型文を施すもの。施文方向は、

外面が縦位、内面が横位である。 (15・ 16)

Ⅱd類 口縁部は出土していないが、大型の山形押型文を施すもの。

施文方向は縦位である。 (17)

塞ノ神式上器 (第 9.10図 19～ 41)

塞ノ神式上器は、全体の33%を 占め本遺跡の主体をなしている。塞ノ神式上器も押型文土器同様

礫群に伴って出上している。文様はバラエテイに富んでいるが、いずれも小片で口縁部と胴部の関係

を明確になることはできなかった。よって、器形及びモチーフによつて回縁部を 7つ に、胴部を 5つ

に分類した。

日縁部

I類 口唇部に刻目を施し、日縁部に凹線によって曲線や直線を描くもの。 (19～ 21)

Ⅱ類 口縁部は大きく外反し、短い。日唇部に刻目を施し、日縁部に2本単位の凹線文と爪形の連

続刺突文を施すもの。くびれ部にも爪形の連続刺突文を施している。 (23)

Ⅲ類 口縁部は大きく外反し、短い。日唇部に刻目を施し、くびれ部に1列爪形の連続刺突文を施

すもの。 (24)

Ⅳ類 口縁部は大きく外反し、日唇部は尖りぎみである。日縁部に凹線文と爪形の連続刺突文を施

すもの。 (25)

V類 口縁部は大きく外反し、短い。日唇部に刻目を施し、日縁部に3列の三角形状の連続刺突文

を施すもの。 (26)

Ⅵ類 口縁部は大きく外反し、口縁部からくびれ部にかけて幾条かの微隆連突体文を施し、そのうえ

に刻目を施すもの。 (27)
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Ⅶ類 顕部で大きく外反し、中ほどで内湾状に屈曲するいわゆる二重日縁を呈した日縁部で、日唇

部は刻日、外面屈曲部は刺突を施し、日縁部はジグザグ状及び横位の凹線文が施されている

もの。 (22)

胴 部

I類 凹線を幾何学的に施しているもの。 (28)

Ⅱ類 無文帯を挟んだ縦位の撚糸文の上から凹線文帯と刺突文を横位に施しているもの。 (31)

Ⅲ類 幅 1.5 clll程 の縦位の撚糸文を5～ 6本東にした撚糸文帯と無文帯とを交互に施文するもの。

(32)

Ⅳ類 縦位の撚糸文の上から斜位及び積位の凹線文帯を施すもの。     (33)

V類 無文帯を挟んだ縦位の撚糸文の上から凹線文帯を施すもの。   (34～ 36・ 40)

Ⅵ類 平行する凹線ないに撚糸文を施すもの。 (37～ 39)

平棒系土器 (第 10図 30)

わずか 1点のみである。 30は胴部で、横位及び渦巻状の凹線文と刺突文で文様が構成されている。

器厚は薄い。

網目状撚糸支土器 (第 10図 42・ 43)

網目状撚糸文土器は全体の2%で極小量である。器形的には日縁部が外反し、外面及び内面口縁部

に網目状に撚糸文を施している。施文方法としては、棒状のものに撚糸をX状に巻きつけたもので回

転施文したものである。 (42・ 43)

貝殻腹緑刺突文土器 (第 10図 44)

貝殻腹縁刺突文土器も網目状撚糸文土器同様全体の3%と 極小量で、日縁部は直行し、外面全体に

ジグザグ状に連続刺突文を施している。薄手の上器である。 (44)

曽畑式上器 (第 11図 45～ 56)

曽畑式土器は、アカホヤ層上部及び上層から出上している。

日縁部の形状は、おおむね 2種類に分類することができ、短 く「く」字状に大きく外反するもの

(45。 51)と 内傾するもの (46～ 50)に分かれる。

口唇部にはほとんどのものが刻目を有し、日縁部は、横位の短沈線文を施すもの (46～ 49)が

ほとんどで、わずかに押引文 (45)と 斜位の沈線文 (51)及び綾杉状のもの (50)がある。い

ずれも、内面口縁部に短沈線文等を施す。

胴部は、短沈線を維位・横位・鋸歯状・綾杉状 。「口」字状に単一の施文要素を用いて、幾何学的

な文様を施している。
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石  器 (第 13図 76～ 85)

石器は、石匙 2点・石鏃 10点・散石 6点が出土している。

石匙は、方形の角部を扶入しつまみを設けているもの (82)と 長方形の長線側を狭入しつまみを

設けているもの (83)の 2点が出土している。82は縦 3,4 cHl・ 横 5,2 clll。 厚さ l clll、 83は 縦

4 clll・ 横 2.5 cul・ 厚さ 0。 6 clEで、石材はともにチャートである。

石鏃は、形態的には二等辺三角形 (80・ 81)と 三角形 (76・ 77)力S多 く、その他弾丸型の

もの (78)や鍬形鏃と言われているもの (79)も ある。すべて無茎である。基部でみると、凹基

式のもの (7～ 80)と平基式のもの (81)と がある。石材はチャートや黒曜石を使用しているが、

中には頁岩製のものも含まれる。

敲石は、形態的に円形のもの (85)と 楕円形のもの (84)と がある。 84は長軸 11.2 cm・ 短

軸 9。 2 cln・ 厚さ 5.8 clll、 85は直径 9,2 cnl・ 厚さ6.7 clllを 計る。石材は砂岩を使用している。
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第 8図 出土土器実測図・拓影 (縄支土器)
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表1 縄文土器観察表
面

号

図

番
勘
締
器  種 部  位

縄 文 及 び 調 査
焼  成

色   調 ‐
胎 土 備 考

外  面 内  面 外 面 内 面

第8図 l 深 鉢 口縁部
貝4-l突 文
貝殻条痕文

ヨヨナデ 良 好 噸だR5/2
聴
YR5/2

!Ш前後●
少瞳を追胞

2 胴 部 ななめの貝殻条痕文 風化著しく不明
にぷr黄橙
10YR7/4 OYR7/4

3 ナ デ
麟
5YR5/6

囃
ダ R6/6

i岬以上¢

卜百を台屯

4 日緑部
日緑上部ナデ
縦位の結円押型

口縁部に縦位 の連続

刻目以下横位の精円

押型文

囃
VR5/6

男絶
YR3/6

!Hmm後 互
弱磁を台屯

5 胴 部 精円押型文 ヨヨナデ rat
OYR4/4

雄
10YR4/4 小型の構円文

6 囃 蜘
15YR6/1

7 口緑部 横位の精円押型文
口緑部に縦位の原体
条痕

こぷヤ導贈
OYR7/4

にぷい黄洛
10YR7/3 口緑部が大きく外反

8 縦位の精円押型文 ナデ やや不良 YR,お
I鋤瀧
Ⅳ RЙ 施文の仕方が維

9 縦位の精円押型文
縦位に長大の原体条
痕

良好
豊 登

15YR6/1 'H El以
上の
石ヽを含む

大型の構円文

口唇部に押圧刻目
構円押型文

口糠部のみ検位の構
円押型文

販 鼈
15YR3/k

〕Ш前後¢
少世を台由

口縁部が大 きく外反

口唇部に押圧刻日
横位構円押型文

日縁部横位の構円押
型文
以下ナデ

臓
[5Y5/2

驚灰
15Y4/1

胴  部 隋円押型文 ヨコナデ OYR7/4 OYR7/4 施文の仕方が雑

第9区 口緑部 山形部型文

日緑最上部に棒状の
もので連続刺尖を施
し、その下に横位の
山形押型文

やや不良馳】
聴
OY■4/2 維痕あり目

触 の山形押型文

口緑上部に縦位 の連

続刻み以下は横位 の

山形押型文

良 好
豊

VR6/6
豊
VRS/6

離位の山形押型文
日緑都に横位の山押
型文

やや不良
雛
OArR8/4

雛
OYR3/1

山形押型文 ナデ 良好
こぶい橙
15YR6/P

登
15YR6/1 婢

|こ」毛ヲ(

胴  都 ヨヨナデ
豊

YR7/8
登

YR5/6
〕mm前後の
功説を合む

頚 都 ナ デ やや不良
雌 願

口納
口唇部 に幾何学的な

凹線文
ヨヨナデ

E
尖 底

El唇部に幾何学的な
凹煤文、顕部に平行
回線

こぷい程
:5YR6/1

こぷい橙
15YR6/r
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剛
器
物

号
遺
番
器  種 部  位

文 様 及 び 調 整
焼 成

色  調
胎  土 備 考

外  面 内  面 外 面 内 面

第9図 深 鉢 口翻

口唇部に押圧刻目、
日縁部に幾何学的な
凹線文

ヨコナデ 良 好
優
L5YR6/1

こぶい橙 御吋鶏陵の
軸 を釣

口唇部に押圧刻日、
日縁部に幾何学的な
凹線支
棒状のものによる刺
尖文

ヨヨナデ
こぷい橙
15YR7/

甑 色
15YR5/1

二重回線

口唇部に押圧刻日、
日縁部に2本の平行
凹練、その下に爪型
の刺突文
雲部にも2本の平行
回線その下に爪型の
刺突文

魏
10YRt/2

優
YR6/0

24
暗灰責
h5Y5/2

曽購
15Y5/2

口緑部に爪型の刺突
文と凹線文

やや不良
級
ЮYR5/1醸聰口唇部に押圧刻日

回線部 と頚部に三角

形状の刺突文

良 好 天資B5Y7/2
音賤
ISY5/2

穿了しあり

小さな突常に刻目
ヨヨナデ

灰白
5Y8/2 聴膨

幅2HInの小さな突帯

胴 部
渦巻状の回線文
刺突支

駅
15YR5/

EぷW瑠隆
15YR5/Z

29 エチュラ

頚部に3本の平奪
凹線文
胴部～底部に幾何学
的な凹線文

にぶい要器
10YR5/8

優
κ5rR6/1

深 鉢 胴 部
幾何学的な凹線文 と

刺突文

こぷヤ撃碑
OrR7/3

にぶい黄根
LOYR7/3

平行凹線文・刺突文
経位の撚糸文

登
15YR6/1

〔ぷい黄器
餌 R7/4

頸 部
平行凹線文
縦位の撚糸文

帷
ЮYR6/2

登
15YR7/1

胴 部
凹線文
縦位の撚糸文

醸
留 7/2

騨
10YR7/6

縦位の撚糸文
帷
10YR5/2 ば R7/4

にぶい芸器
lllYR6/3

睡
OYR6/6

雲 都

頚部 に2条の平行 凹
線文

胴部に横位の撚糸文

こぶい橙 登
VR6/6

胴  部
凹線内に撚糸文
ナデ

やや不良
登

YR6/6
難
Z5YR7/1

38
四線文
縦位の撚糸文

良 好
にぶい黄器
llYR7/3

囃
llYR7/3
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面
号
図
番
働
器
器  種 部  位

文 様 及 び 調 整
焼 成

色  調
胎 土 備 考

外  面 内  面 外 面 内 面

深 鉢 胴 部
回線文
縦位の撚糸文

ヨコナデ 良 好
こぷい橙
llYR6/9 OYR6/4

肋吋商後の
凹線内に撚糸文

底 部
3条の平行回線文
臣位の撚糸文

やや不良
登

VR7/6
登
YR7/6 平 底

ナ デ ナデ 良 好雛】
瞬
45Y5/2

日縁部 網目状の撚糸文
日縁部のみ網目状撚
糸文

やや不良
鎖
佐5Y7/4

鑽
X5Y7/4

胴 部 ナ デ スス付着

回線部 ジグザグ状の刺突文 ヨ」ナデ 良 好
妓
15Y7/3

にぶい責
なrS/3 貝殻腹縁

府11屁
口唇部に刻目

日縁部に押引き文

日縁部に平行短沈線
文

麟 置
χR6/0 口唇厚大

日唇部に押圧刻目
口縁部に平行短沈線

文
胴部に幾価 学的な沈

線文

口縁部のみ平行短沈
線文
ヨヨナデ

難
15YR7/1

にぶい斎洛
10YR7/4

口唇に刻目
口縁部に平行短沈線
文
胴部に縦位の短沈線
文

口縁部のみ平行短沈
線文
ヨヨナデ

優
YR6/6

豊

YR6/6

口唇部に押圧刻目
口縁部に平行短沈線
文

難
猛営 R7/1

こぶい芸港
OYR7/4

日縁部に平行短沈線
文
胴部に幾価学的な沈
線文

日縁部のみ平行短沈
線文
ヨヨナデ

OYR6/4 10YR6/4

口唇部に刺突
口縁部に刺央を施し
く字状の沈線、その
下に平行短沈線文

日縁上部に刻目、そ
の下位に不規則な短
沈線文
ヨコナデ

こがい黄寝
OArR6/4

にぷい黄稜
10YR6/4

縦位の沈線文
口縁部のみ斜め方向
の沈線文
ヨヨナデ

こぶい癖
彗 麟

胴 部
平行短沈線文
幾何学的な沈線文

ヨヨナデ
にぶい套鵜
10YR6/4

呻
10YR6/6

囀
XOYR6/6

にぶい欝時
ЮYR7/4 ,砂粒を増

繊位の短沈線文
幾何学的な沈線文

斜め方向のハケ
登
YR6/G

礎
YR6/6

加�腋の
少能を含む

幾何学的な沈線文 ヨヨナデ
にぶい黄橙
lCIYR7/4

橙
イ5FR7/

底 部 縦位の沈線文 ヨヨナデ やや不良
鮫
lX7/3 九底とおもわれる
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表 2 弥生土器観察表
師
需
勘
需
器  種 部  位

縄 文 及 び 詞 歪
焼  成

色 調
胎 土 備 考

外  面 内  面 外 面 内 面

富12選 奏 口縁部 ナ デ ナデ やや良好
聴
15YR7ンな

こぷい橙 HIa前 後つ
少粒を含屯

口縁上部逆「く」字つ
の突帯

58 良 好
にぷい橙
5YR6/3

こぷい登
その下部にも突帯

ヨコナデ ヨヨナデ やや不良
にぶい橙
5YR7/4

こぷい橙
15YR7衆

口緑上部突帯欠損

その下部に2条の突
=

ヨヨハケ ヨコハケ 良 好
こぷヤヽ橙
VR7/3

こぷい橙
5YRC准 「く」字状の口縁

口翻 ～ヨコハケ

胴部～たて方向の
ハケ

日縁部～ヨヨハケ

胴部～ナデ

こぷい橙
YR6/3

にぶい橙
評R3/6

日昏部に刻目
日緑部に刻目突帯

62 ヨコチデ ヨヨナデ
tぶしヽ橙
15YR6/

にぶこ追
IttRCな

口唇部に刻目
口縁部に刻目突帝

口縁部～ヨヨハケ
胴部～斜め方向の
ハケ

ヨヨハケ
登

15YR7/1
登
15YR7/1

ヨコハケ
登

上5YR6/1 やや口縁が外反

65 ナ デ ナ デ やや不良
にぷい橙
え留 R6/4

にぷVhe
10YR4/2

口縁部に刻目突帯

ヨコハケ ヨヨハケ 良 好
天色
15YR6/

疋色
15YR6/

日唇部に刻目

口縁部に刻目突帯

67 底部 斜め方向のハケ ナデ やや不良
え色
:5YR8/

え色
15YR3/

あげ底

ナ デ
こぷい橙
:5YR7/Z

聴
VR7/2 ド寺甘]を客モ柱状で脚台

たて方向のハケ ナデ 良 好
こぶい橙
15YR6/

〔ぶい橙
VR6/3 平底

壷 ? ハ ケ 風化著 しい 不 良
Iぷい橙
5YR7た 盤発各モ平底
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

1.遺  構

弥生時代の遺構は検出できなかったが、B地点西側B-2グ リットを中心にして弥生時代の奏形土

器等が出上しており、遺構の存在が推定される。

2.遺  物

弥生土器 (第 12図 57～ 70)

奏形土器がほとんどで、日縁部にはぼ水平の張り出しの強い突帯を巡らし、逆「 L」字状を呈するも

の (57～ 59)。 「く」宇状を呈するもの (60)及び口縁下部に刻目突帯を施す下城式系のもの

が出上している。67・ 68(高い柱状脚台)は口縁部に水平の張り出しの強い突帯を巡らす養、 69は 下

城系甕の底部と思われる。

70は壷形土器の底部と思われるが、両面とも風化が著く、詳細については不明である。

石 器 (第 13図 86)

石包丁が 1点出土している。 86は半折損の半月形の石包丁で、刃部は鋭不Uで両面のほぼ全面に横

方向の研磨痕をみる。中央部に孔を穿った砂岩製のものである。現存長 5 clll。 現存身幅 4.7 cm・ 厚さ

0。 6 clnを計る。

第 3節 古墳時代以降の過構と遺物

1.遺  構

古墳時代以降の以降は、土坑 2基・溝状遺構 2条・粘土質の硬い上を固めて帯状に施した遺構が検

出されているが、この帯状の遺構については用途等不明な点が多く、何の遺構であるかは判断がつか

ない。

土 坑 (第 4図 )

上抗は当初数基検出されていたが、浅く変形しているものが多く、不思議に思っていたところ、そ

れは風倒木の作用によって天地が逆になり、土坑状になったものであるとのご教示を県文化課・面高

哲郎氏より得た。よって、再度検討した結果、土坑はB地点中央部 1基 (1号)と 東側 ユ基 (2号 )

の 2基 となった。 1号土坑は、直径 1.lm、 深さ1,65mの円形プランを呈している。遺物は伴っ

ていない。 2号土坑は、長軸 1.3m、 短軸 0.9m、 深さ1.55mの楕円形状を呈している。遺物は

伴っていない。

溝状遺構 (第 3図 )

土坑同様B地点中央部に1本 (1号)と東側に 1本 (2号)の 2条検出された。 1号滞状遺構は、
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幅 0。 7m。 現存長 10,Om。 深さ0,3m、 2号溝状遺構は、幅 0.6～ 0,7m。 現海長 18.Om・

深さ 0。 1lmで、両遺構ともアカホヤ層上面で検出されている。遺物は、伴っていない。

帯状の追構 (第 14図 )

B地点東側から検出された。幅 0.35～ 0.4m・ 現存長 5,7m厚み0.03～ 0,05m・ 堀り込

みの深さ0,lmで、きれいに粘質の硬い上で帯状に底面を作り出している。

韓 観

O       lm

ー
第14図  B地点帯状の遺構実測図

土塁・掘跡 (第 15図 )

当遺跡のある中ヶ原台地は、中世・中原城があつたところで、岩郷原台地から張 り出した当台地は

西・東・南方が断崖になっており、それが外堀となって防護の役割を果たしている。しかし、北方は

岩郷原台地とつながっているため無防備であり、よつて、そのくぴれ部に上塁及び堀を設けて敵の侵

入を防いでいる。

土塁は、現在 25m程残存しているが、調査の結果、土層の状態等から平坦地の内側を削 り取 り上

塁状にしたことが確認された。つまり、ほとんど盛土せずに、自然の地形を削平して形成されていた。

堀跡は当初 2本 と思っていたが、調査の結果、 3本であることが確認された。外側の堀跡はV字状

の小さな堀跡で幅 1,25m・ 深さ 0。 7m。 現存長 12m、 まん中の堀跡はU字状の小さく、幅 2.5

m・ 深さユ.ユ m。 現存長 12m、 内側の堀跡は他 2本の堀跡とは格段に違い幅約 5m深さ約 3.4m

(土塁まで含めて)。 現存長 25mを計る。

2.遺 物 (第 13図 71～ 75)

土師器 60点・須恵器 1点 。青磁 1点が出上している。土師器はA地点及び攪乱されていたC地点

を中心に、須恵器はA地点、青磁はB地点より出上している。いずれも小破片である。

71～ 73は土師器で、 7と は杯、73は高台付杯、72は菱の破片である。

74は両面「F目 を有する須恵器、75は日縁部端が厚く、日唇部が九くおさめられている青磁碗の

破片である。
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道路計画路線

第15図  A地点平面国
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第 3 立早 ま と め

中原遺跡は、今回の調査によって縄文時代早期 。前期及び弥生時代中期以降営まれていた遺跡であ

ることが確認された。特に遺物量の70%以上も出上したアカホヤ下層の縄文時代早期にピークがあ

り、それに伴って集石遺構 11基も検出されている。

縄文土器は、アカホヤ下層から押型文土器・塞ノ神式上器 。平棒系土器・貝殻条痕文土器 。貝殻腹縁

刺突文土器・網目状撚糸文土器・アカホヤ上部及び上層から曽畑式上器が出上しているが、主体をな

しているのは、押型文上器・塞ク神式上器及び曽畑式上器であり、これらの上器を中心に展開してい

きたいと思います。

押型文土器は県内はもとより、東九州を中心に九州全域、さらには西日本各地にまで分布している

土器群である。この押型文土器の分類・編年については大分買を中心に作業が進められているが、現

段階では「稲荷山式一早水台式一下菅生B式一田村式一ヤトコロ式一手向山式」 という編年が示され

ている。この編年を中心にして本遺跡出上の上器群の位置づけをしてみたい。本遺跡の上器群は、ほ

とんど口縁部が外反し、外面の文様も押型文が粗雑になり、縦方向の回転により施文されていること、

また、原体刻文も長く斜方向のもの (Id類)も あることから田村式の時期に相当するものと思われ

る。しかし、中にはIa類やⅡa類のようにわずかに日縁部が外反し、日縁部内面に短い原体刻文を

口縁部に対して直角に施し、横方向に小型の押型文を施しているもあり、これらは下菅B式の時期に

相当すると思われる。このように、本遺跡においては時期差をみることができたが、Ⅲb類のように内

面最上部に棒状のもので連続束1突文を施しているもの等が出上しており、今後は時期差だけでなく地

域性も考慮して検討して行かなければならないと考える。

塞ノ神式上器は、口縁部がラッパ状 (「 く」字状)を呈している等非常に個性の強い独特の形態を

呈した土器で、九州全土から出上しており、九州を代表する縄文土器といえる。その塞ノ神式上器は、
(3)

木村幹夫氏によって注目され、その後多くの研究者によって取り上げられてきた。そのなかで、河口

襴氏は撚糸文系土器 (A式)と貝殻文系土器 (B式)の 2型式に分類し、さらに、それぞれの特色

からA式をa・ bに、B式をc・ dに細分した。その方法が現在も継承され使用されている。この分

類に基づくと、本遺跡出上の塞ノ神式土器はほとんどA式で、B式は含まれていない。

しかし、最近では別の角度から、新東晃里氏。木崎康嵌氏 。多々良友樗氏等によって独自の考えが

提示され、注目されている。

一方、塞ノ神式上器のようにラッパ状の日縁部を持つ土器に平棒式上器がある。この上器は、河口

貞徳民によって設定された土器型式で、文様としては羽状文・刺突文・沈線文及び刻目突帝が施され

ている。
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さて、この塞ノ神式・平棒式両形式上器の関連性については種々論議されているところであるが、

最近では新東晃里氏によって興味ある見解が提示されている。それは、塞ノ神式様式として三代寺式・

塞ノ神式・鍋谷式土器、平棒式上器様式として石坂上式・棒ノ原式上器を取り上げ、その融合型式と

して木佐貫原式上器を設定され考えを展開されている点である。

本遺跡においても、先程塞ノ神A式として分類した中に平棒式上器様式の石坂上式・棒ノ原式上器に

類似しているものがあり、今後はこれらのことをふまえながら、いろいろな観点から再検討しなけれ

ばならないと思われる。

アカホヤ層上部及び上層からは、曽畑式上器が出上しているが、この上器に伴った遺構は検出され

ていない。器形 。文様構成等から曽畑式上器の終わりに近い曽畑Ⅲ式といわれているものが多いが、

中には、しっかりとした文様構成の曽畑Ⅱ式といわれているものも含まれている。

その他の縄文土器のうち貝殻条痕文土器は前平式上器で、県内では芳ヶ迫第 二遺録・札ノ元遺跡・

源藤遺跡・田上遺餘・浦田遺詠 。堂地西遺録等から出土している。貝殻腹縁刺突文土器・網目状撚糸

文土器は、類例が少ないが、貝殻条痕文土器及び塞ノ神式上器との関連もあり注目される。県内では、

貝殻腹縁刺突文土器力朔 山ヽ尻東遺餘 。東城原第 2遺跡 。猪之粒遺鰈等、網目状撚糸文土器が瀬戸口遺

深等から出土している。

集石遺構は、形態的な特徴としてほとんどの集石遺構が堀り込みを持つタイプであることがあげら

れる。さらに堀り込みを持つものは、わずかな堀り込みを有するもの (2～ 6号・ 8号)と深 く堀 り

込みを有するもの (7号 。9号)に分けられる。この 2つのタイプは明らかに形態的な相違を示して

いるが、唯一堀 り込みを有しない11号集石遺構と考え合わせて、これが時間的な相違に基づくもの

なのか、用途の相違によるものなのか検討しなければならない問題である。ただ、共伴土器として、

縄文時代早期の早い時期に位置づけられる貝殻条痕文土器、さらには縄文時代早期後半に位置づけら

れる塞ノ神式土器等が出土しているので時間的な相違に基づくものなのかもしれないが、本遺跡にお

いては検出基数がわずかであること、集石遺構内より遺物がまったく出土してなく共伴関係がはつき

りしていないこと等から判断が困難である。

いずれの集石遺構も構成礫は角礫が中心で、堀り込み底面には偏平な川原石を配するタイプで、県

内他遺跡同様の構成を示しているが、中には7号 。9号集石遺構のように底面の川原石が著しく加熱

され、赤色を呈しているものもある。いずれも深いタイプの集石遺構である。また、これら集石遺構

の上部からは、広範囲に大量の角礫を中心として礫群が検出されている。この礫群については、現段

階ではどういう状態の中で起こりうるものなのか、はっきり解明されていないし、また、集石遺構 と

の関連性の問題と合わせて今後検討しなければならない大きな課題である。 弥生時代の遺構は、今

回の調査においては確認されなかったが、B地点西側・B-2グ リッドを中心に下城式系奏及び亀ノ

甲式養タイプの口縁部にほぼ水平に突帯を巡らし逆L字状を呈している奏等が出土しており、遺構の
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存在が推定される。なお、これらの弥生土器については、石川悦羅氏が宮崎平野における弥生土器編

年試案を提示されたのをはじめ、長津宗豊氏が宮崎学園都市遺跡群出土土器を中心に後期～古墳時代

初頭の上器を編年されるなど、積極的に編年作業が進められている。そういう中で、本遺跡出上の弥

生土器は中期的様相をもつものが多く出上しているが、石川氏の編年によると、亀ノ甲タイプの養は

口縁部突帯が長くなり断面が長方形ないし台形を呈していることなどの特徴からⅡb期 に、下城式系

塗はⅡa期 とされている高鍋町持田中尾遺録の下城式系奏に類似していることからⅢa期に相当され

る。しかし、中には口縁部が「く」字状を呈した後期的な様相を呈した土器もわずかではあるが含ま

れている。県内の同時期頃の遺跡は、前途した高鍋町持田中尾遺跡にほかに新富町鐙遺詠等が知られ

ているが、他時期の遺跡と比較すると割りと少ない。そういう中で、本年度西都市においては未報告

ではあるが、串木遺縁、上尾筋・下尾筋遺餘からV字溝や住居址に伴って中期～後期の上器等が出土し

ており、これらの上器群と対比しながら相互関係・編年等再度検討しなければならないと思われる。

古墳時代以降の遺構は、円形土坑 。溝状遺構 。帯状の遺構及び土塁・堀跡がある。円形土抗・溝状

遺構・帯状の遺構は、いずれも遺物は伴わないが、検出状況等から中原城に伴う遺構か、あるいはそ

の後寺院も建立されいいることから、それに伴う時代の遺構であると思われる。

上塁・堀跡については、現在今回調査を行った中ヶ原台地のくびれ部と同台地北東部に形跡を見る

ことができるが、地元の人の話しによると中央部にも堀跡があったという。地形上 くびれ部の上塁・

堀跡は中原城の追手門部にあたると思われる。

遺物は、須恵器・土師器・青磁が出土している。須恵器
。青磁はそれぞれ 1点のみで判断に苦しむ

が、土師器は器形等から奈良時代頃のものと思われる。

以上のように本遺跡は、遺構や遺物によって縄文時代早期から中近世の長期間に渡って人間の生活

の場として営まれていたことが確認された。そのなかには地域性を示すものも含まれており、今後研

究するうえでは、貴重な資料を提供したものと思われる。

(註〉

(1)縄文土器の分類については、県文化課・北郷泰道氏及び県史編纂室 。日高孝治氏のご教示を得

た。

(2)大分県「大分県史 先史篇 IJ 1983

(3)木村幹夫「南九州に於ける縄文上器の一形式」 F考古学」第4巻第5号 1933

(4)河日貞徳「塞ノ神式上器」「鹿児島考古J第 6号 1972
(5)新東晃―「塞ノ神式上器」「縄文文化の研究J3 1982
(6)木崎康弘「熊本県大丸・藤ヶ迫遺跡の塞ノ神式上器について」「塞ノ神式上器J縄文集成シリー

―-35-―



ズ 2 1985

(7)多々良友博「塞ノ神式上器群の文様構成一その分類と変遷の位置づけ一」『塞ノ神式上器」縄

文集成シリーズ2 1985

(8)河日貞徳「塞ノ神式上器」「鹿児島考古」第6号 1972
(9)新東晃―「塞ノ神・平棒式上器様式」「縄文土器大観Jl 1989小 学館

(10)中村懸「曽畑式上器」 F縄文文化の研究J3 1982 雄山閣

(11)田野町教育委員会「芳ヶ迫第1遺跡」「田野町文化財調査報告書J第 3集 1986

(12)田野町教育委員会「札ノ元遺跡」「田野町文化財調査報告書J第 3集 1986

(13)宮崎市教育委員会「源藤遺跡」「宮崎市文化財調査報告書」 1987
(14)宮崎県教員委員会「田上遺跡」「宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書」第3集 1985

(15)宮崎県教育委員会「浦田遺跡」 臨崎学園都市遺跡発掘調査報告書J第 2集 1985

(16)宮崎県教育委員会「堂地西遺跡」「宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書J第 2集 1985

(17)宮崎県教育委員会「小山尻東遺跡」「宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書J第 3集 1985

(18)野尻町教育委員会「東城原第1遺跡」「野尻町文化財調査報告書」第2集 1987

(19)串間市教育委員会「猪之粒遺跡」「串間市文化財調査報告書J第 1集  1987

(20)新富町教育委員会「瀬戸口遺跡」「宮崎県児湯郡新富町文化財調査報告書J第 4集 1986

(21)石川悦雄「宮崎平野における弥生上器編年試案一素描 (MK.Ⅱ )」「宮崎考古」第9号 1984

(22)長津宗重「上ノ原遺跡」 F国富町文化財資料』弟4集  1986

(23)北郷泰道「持田中尾遺跡」高鍋町教育委員会 1982

(24)新富町教育委員会「鐙遺跡」「新富町文化財報告書」第2集 1983

(25)誘致企業の工場設置に伴う事前調査において、弥生時代～後期の遺構・遺物等が検出された。

(26)本年度西都市教育委員会において遺跡所在確認調査 (市内遺跡発掘調査～国県補助)を実施し

たが、その調査において、弥生時代中期～後期にかけての遺構・遺物が多く検出された。
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図 版 1

中原遺跡遠景

A地点堀 (ト レンチ)検出状況

A地点近景 (北側から)

A地点土塁縦断面

A地点土塁横断面
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A地点 11号集石遺構



図 版 2

B地点近景 (南側から)

礫群検出状況 集石遣構分布状況

2号集石遺構 3号集石遺構

4号集石遺構 5号集石遺構
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図 版 3

募 !

8号・ 9号集石遺構

6号集石遺構 6号集石遺構底面配石

7号集石遺構 7号集石遺構底面配石

7号集石遺構底面

9号集石遺構下部 9号集石遺構底面配石



図 版 4

縄文土器  4～ 12縄文土器 1～ 3

縄文土器  13～ 18 縄文土器 19～ 27
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縄支土器  28～ 41 縄文土器  42～ 44

縄文土器 45～ 56 弥生土器 57～ 60



図 版 5

弥生土器 61～ 66

石器 (石匙) 82・ 83

弥生土器 67～ 70
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土師器 71～ 73

虻ぶけ■
須恵器  74・ 青磁  75

石器 (石鏃) 76～ 81

解
石器 (石包丁)86石器 (敲石) 84・ 85
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